
釈文の訂正と追加

釈
文
の
訂
正
と
追
加

（三
）

は
か

ぎ

兵
庫
。袴
狭
遺
跡

（第

一
三

・
一
四

。
一
六

。
一
七

・
三
〇
号
）

１
　
所
在
地
　
　
　
兵
庫
県
出
石
郡
出
石
町
袴
狭

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
人
八
年

（昭
６３
）
一
月
１

一
九
九
五
年

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
兵
庫
県
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

４
　
調
査
担
当
者
　
大
平
　
茂

・
岡
　
昌
秀

・
柏
原
正
民

・
久
保
弘
幸

・

鐵
　
英
記

・
鈴
木
敬
二

。
中
村
　
弘

・
西
日
圭
介

・

服
部
　
寛

・
深
江
英
憲

・
藤
田
　
一手
二
二
原
慎
吾

・

村
上
泰
樹

・
山
上
雅
弘

・
渡
辺
　
昇

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
衛
遺
跡

・
祭
祀
遺
跡

・
集
落
跡

・
水
田
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
奈
良
時
代

・
平
安
時
代
―
中
世

７
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

表
記
の
遺
跡
で
出
土
し
た
木
簡
な
ど
は
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
調
査
分
に
つ

い
て
は
、
本
誌
第

一
三
号
か
ら
第
二
〇
号
に
か
け
て
既
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇
〇
年
。

以
下
、
報
告
書
と
記
す
）
を
編
集
す
る
に
あ
た
り
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
の

渡
辺
晃
宏
氏
に
依
頼
し
て
、
出
土
木
簡
を

一
点

一
点
、
肉
視
お
よ
び
赤
外
線
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
装
置
を
利
用
し
て
実
見
の
上
、
釈
文
の
再
検
討
を
行
な
っ
た
。
再

検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
出
土
直
後
の
赤
外
線
プ
リ
ン
ト
、
処
理
前
の
遺
物
写
真

な
ど
も
参
考
に
し
た
。
そ
の
結
果
、
釈
文
な
ど
を
従
来
と
変
更
し
た
も
の
が
多

数
生
じ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
中
の
主
要
な
も
の
二
五
点
を
掲
載
し
、
従
前
本

誌
で
使
用
し
た
木
簡
番
号
、
お
よ
び
報
告
書
に
お
け
る
遺
物
番
号
を
提
示
す
る

も
の
で
あ
る
。

一　
第
二
次
確
認
調
査

ω

　

「
鬼

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
ｏ
受

⇔
巽

３

自

Ｐ

〕

Ｄ

Ｔ

ｌ

〔
入
力
〕

②

　

□
　
　
　
回
福
□

入

里

□

　

　

　

　

　

（
Ｓ

溢

粟

い

霞

１３

一
Ｄ

Ｔ

２

ω
は
下
坂
地
区
に
お
い
て
、
中
世
の
整
地
層
ょ
り
も
下
層
で
出
土
し
た
。
広

葉
樹
の
小
さ
な
角
柱
材
に
、
「鬼
」
の
一
文
字
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
六
角

に
面
取
り
さ
れ
、
上
下
両
端
は
数
回
の
ハ
ツ
リ
で
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。

②
は
国
分
寺

一
区
で
出
土
し
た
。
上
下
を
欠
損
し
、
墨
は
不
鮮
明
で
あ
る
。



一
一　
第
一

０

　

「
一次
確
認
調
査

（旧
坪
井
遺
跡
）

」
　
　
　
　

疎
絣
ｏ
×
酎
事
ｏ
×
ド　
ｏ
含
　
１４
旧
坪
井
遺
跡
Ｏ
　
Ｔ
４

(4)

□
□
□
□
□
口
□

三
月
十
□（淫

ｅ
×
岳
×
い　
寓
Ｐ　
ｌ４
旧
坪
井
遺
跡
②
　
Ｔ
７

働
　

翠

型

ハ
条
人
鈴

甥

ぎ

□
同
国
乙

拓

□
常
貞
右
田
依
□
常

口

回

（器
９
×
駅
×
∞　
９
Φ
　
ｌ４
旧
坪
井
遺
跡
ω
　
Ｔ
８

９
は
近
世
の
決
水
砂
層
中
か
ら
出
土
し
た
釘
結
合
曲
物
の
側
板
で
あ
る
。
内

面
に
は
縦
平
行
線
の
ケ
ビ
キ
が
多
数
あ
る
。
墨
書
は
外
面
に
み
ら
れ
る
が
、
墨

は
薄
く
不
鮮
明
で
あ
る
。

ω
働
は
平
安
時
代
の
浅
い
流
路
肩
部
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
い
は
墨
は
残

っ

て
お
ら
ず
、
二
行
に
わ
た
つ
て
わ
ず
か
に
墨
の
跡
が
隆
起
す
る
に
過
ぎ
な
い
。

上
下
両
端
と
右
辺
上
部
を
欠
損
す
る
。
⑤
は
禁
制
木
簡
で
下
半
を
欠
損
す
る
。

〓
一　
内
田

一
区

⑥

　

□
□
乙
豊
日
已
令
交
易
糸
□（

萬
じ

×
▲

×
〓
　

寓

Ｐ
　

２０
内

田
地

区

ω

　

Ｔ

ｌ２

目Ⅱ骨巨岳
回日日

夫坪 1区
壁

寺 2区
回分寺 1区

◇
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（了
）　
　
　
　
　
　
〔等
力
〕

倒

　

但
馬
郡
出
石
郡
高
椅
里
長
□
開
□

⑩
　
。
「
『子
謂
公
冶
長
可
妻
』

。
「
右
為
調
符
捜
求
□

入
日
下
部
国
□
　
　
□
□
ロ
ー十
日
　
　
　
　
静
成
女

肥阿
聞
勲
却　
　
嶽錮
刺臥
帥鞠
女　
　
入附胆
田

〔
所
力
〕

〔族
力
〕

□
□
日
大
□
□
□
□
□

『
　
　
□
□
　
〔解
力
〕

□
□
　
論
語
序
何
晏
集
□
　
』〔漕

力
〕
　

〔渚
力
〕
　

〔
百
錢
銭
凸

直
力
〕

絶
離

勘
狭
物

屋

嶋
出
石

剛

膿

際
原

轟

離

期
埋

鉛

謂

講

ナ

□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□

得
得
得
得
得
神
宮
部
形
麻
物
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
□
□
□
□

（鵠
じ
×
６
じ
×
い　
寓
｝

２０
内
田
地
区
②
　
Ｔ
２２

（Ｓ
じ
×
滋
×
∞　
寓
Ｐ
　
ｌ７
一
ω
　
Ｔ
２３

位
が
不
明
な
木
簡
の
う
ち
⑫
は
第
二
遺
構
面
よ
り
も
下
層
、
他
は
第

一
遺
構
面

よ
り
下
で
第
五
遺
構
面
ま
で
の
間
と
み
な
し
う
る
。
層
位
的
に
は
、
⑩
の
み
奈

良
時
代
―
平
安
時
代
初
頭
で
、
他
は
平
安
時
代
前
半
に
下
る
が
、
木
簡
の
年
号
、

書
式
な
ど
か
ら
奈
良
時
代
と
判
断
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
⑩
は
調
査
区
周
囲
に

掘
削
し
た
排
水
用
の
側
溝
で
出
上
し
た
遺
物
で
あ
り
、
古
い
遺
物
が
紛
れ
込
ん

釈文の訂正と追加

lllll121遺
構
か
ら
出
上
し
た
木
簡
、
包
含
層
で
出
土
し
た
木
簡
、
層
位
が
限
定
で
き

な
い
も
の
に
分
か
れ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
す
べ
て
第
三
遺
構
面
に
属
し
、
い
ず
れ
も
掘
立
柱

建
物
を
四
む
よ
う
に
掘
ら
れ
た
溝
で
あ
る
。
包
含
層
で
出
上
し
た
木
簡
で
は
、

①
は
第

一
遺
構
面
上
層
包
含
層
、
側
は
第
五
遺
構
面
の
上
層
で
出
土
し
た
。
層

□
　
西
二
行
二
倉
□
収
納
団
珂
団
」

□
回
収
納
日
下
部
乙
訓
　
　
　
」

（爵
じ
×
朗
×
∞　
自
Φ
　
２０
内
田
地
区
Ｏ
　
Ｔ
ｌ３

Ｒ
□
法
□
□
□
□
天
禄
三
□

□

南
無
八
幡
大
菩
薩
咄
　
」

（掩
字
）

ｌ

！

」

（８
じ
×
命
じ
×
　ヽ
需
解　
２０
内
田
地
区
⑤
　
Ｔ
ｌ５

（
］
］
銀
）
×
∞
Φ
×
卜
　
ｏ
伽
ｏ
　

ｌ７

一

Ｏ
　
Ｔ
２０

含
ま
）
×
誤
×
卜
　
Ｐ
Φ
　
ｌ７
一
②
　
Ｔ
２．



だ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
個
別
の
遺
物
に
つ
い
て
述
べ
る
。
⑥
は
比
較
的
厚
み
の
あ
る
細
長
い
木

片
で
あ
る
が
、
上
下
と
左
辺
を
欠
損
し
て
い
る
。
下
部
約
二
伽
ほ
ど
は
焼
け
焦

げ
て
文
字
が
失
わ
れ
て
い
る
。
墨
は
鮮
明
で
あ
る
。

０
は
上
部
を
欠
損
し
、
中
ほ
ど
で
二
つ
に
割
れ
て
い
る
。
下
か
ら
七
伽
ぐ
ら

い
ま
で
も
傷
み
や
割
れ
が
多
い
。
墨
書
は
両
面
に
あ
る
が
、
墨
は
薄
く
不
鮮
明

で
あ
る
。

０
は
本
来
の
形
の
右
下
部
分
の
み
が
残
存
す
る
。
表
裏
両
面
に
墨
書
が
あ
る

が
、　
一
部
を
除
い
て
墨
は
残
ら
ず
、
墨
の
跡
が
細
く
隆
起
す
る
。
裏
面
の
文
字

は
表
面
に
比
べ
不
明
瞭
で
あ
る
。

９
は
里
制
表
記
の
木
簡
で
上
部
を
欠
損
す
る
。
下
端
は
三
角
形
に
尖
ら
せ
、

上
部
左
辺
を
削
る
が
、
こ
れ
は
木
簡
を
何
か
に
転
用
し
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

〔擬
大
領
外
従
八
位
上
方
〕

□
□
□
□
□
□
□
□
日
川
□

墨
の
残
り
は
比
較
的
良
い
。

⑩
は
下
部
を
欠
損
す
る
。
両
面
と
も
表
面
を
削

っ
て
い
る
。
墨
書
も
両
面
に

あ
る
が
、
不
鮮
明
で
あ
る
。

⑩
は
上
部
と
左
辺
を
欠
く
。
下
端
は
削

っ
て
尖
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
墨

書
は
不
鮮
明
で
あ
る
。

⑫
は
大
型
の
木
簡
で
あ
る
が
右
辺
上
部
を
除
い
て
欠
損
す
る
。
裏
面
下
部
の

文
字
が
な
い
部
分
は
、
約

一
四
伽
に
わ
た
っ
て
表
面
が
剣
離
し
て
い
る
。
墨
は

比
較
的
良
く
残

っ
て
い
る
部
分
と
不
鮮
明
な
部
分
が
あ
る
。

四
　
谷
外
地
区

ω

　

語

部

口

回

　

　

　

　

　

　

　

（
霞

ｋ

ｅ

Ｗ

釦

冨

１７

一
Ｄ

Ｔ

２４

〔宝
亀
力
〕

⑭

　

「□
□
九
年
□
□
□
西
七
倉
稲
下Ｇ

６
）
×
（Ｓ
）
×
∞　
寓
Ｐ
　
ｌ７
二
①
　
Ｔ
２５

日

回

　

　

　

Ｈ

回

食
⇔じ
×
式
×
Φ

駅
μ　
ｌ７
二
②
　
Ｔ
２６

９
μ　
２０
内
田
地
区
ω
・
１７
二
い
　
Ｔ
２７

文
字
よ
り
も
上
部
は
、
表
面
が

Γ

郷
秦
部
牛
万
呂
醇

口
箋

拓

口 ）〆
桑
附

□

上

言

□
□
目

」

。
「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
日
―Ｉ
Ｈ
回
　
　
　
□
文
作
人
□
□
□
人
福
□
足
石
」
　
　
　
　
　
∞Φ受
卜契
”

第
三
面
上
層
包
含
層
出
土
⑭
と
第
四
面
上
層
包
含
層
出
土
⑬
ｌ
ω
が
あ
る
が
、　
　
　
　
⑬
は
木
簡
を
斎
串
Ｂ
類
に
転
用
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
平
安
時
代
前
半
の
水
田
土
壌
層
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
削
ら
れ
て
い
る
。
墨
は
鮮
明
で
あ
る
。

日」



釈文の訂正と追加

口
は
本
来
の
形
の
左
上
半
部
の
み
が
残
る
破
片
で
あ
る
。
上
端
か
ら
二
伽
ほ

ど
は
わ
ず
か
に
窪
ん
で
い
る
。
下
方
の

「稲
下
」
あ
た
り
は
表
面
を
削
る
。
墨

痕
は
薄
く
肉
眼
で
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。

い
は
人
形
に
転
用
さ
れ
た
木
簡
で
あ
る
。
脚
部
の
加
工
に
よ
り
墨
書
が
大
き

く
割
り
取
ら
れ
て
い
る
が
、
墨
は
鮮
明
で
、
わ
ず
か
な
残
存
部
か
ら

「擬
大
領

外
従
八
位
上
」
と
釈
読
し
た
。

⑩
は
大
型
の
画
指
木
簡
で
ほ
ぼ
完
存
し
て
い
る
。
墨
書
は
両
面
と
も
中
央
に

一
行
の
み
あ
る
。
表
の
上
半
部

「桑
」
の
字
ま
で
は
墨
が
鮮
明
に
残
る
が
、
そ

れ
以
下
は
極
端
に
不
明
瞭
と
な
る
。
ま
た

「上

一
斤
四
」
の
左
下
側
は
表
面
が

傷
ん
で
い
る
。
裏
面
は
墨
が
ほ
と
ん
ど
残
ら
ず
、
墨
痕
が
隆
起
す
る
の
み
で
あ

る
が
、
文
字
は
比
較
的
読
み
取
り
易
い
。

五
　
国
分
寺
二
区

∽
　
。
「秦

マ
大
山
　
秦

マ
弟
麻
呂
　
秦

マ
ロ
山
」

名
秦

（刻
圭
ｅ
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

」

］〓
×
絣
×
伽　
９
牌　
１４
国
分
寺
二
区
一
ω
　
Ｔ
３．

ω
　
。
□
衣
依
言
事
右
　
□
唯
□
□

□
大
祖
父
世
時
□
本
国

。
□
在
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
月
口
回

（葛
Ｃ
×
開
×
⇔　
寓
Ｐ　
ｌ４
国
分
寺
二
区
一
②
　
Ｔ
３３

⑪
は
第

一
水
田
面
土
壌
層
、
的
は
第

一
遺
構
面
の
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
で
出
土
し
た
。

い
ず
れ
本
）奈
良
時
れ

⑫
は
ほ
　
　
　
代
―
平
安

一ぼ
完
存
工
　
　
　
時
代
初
市

面
に
は
斜
　
　
　
り
る
。
全
　
　
　
ム
の
時
期
漁

め̈
の
刃
た
　
　
　
て
の
面
ｒ
　
　
　
が
想
定
さ

る
が
、
´
　
　
　
修
が
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
る
。

ｋ
れ
以
下
　
　
　

。
墨
は

一粗
い
削
，ハリ
が
あ
り

「秦
」
ル

　
　
　
は
し
だ

． 　
　
　

‐秦
マ
大
一　
　
　

、
表
面
（

】刻
む
。
　
　
　
　
ぃ
に
不
催
　
　
　
Ш
」
ま
で
　
　
　
）下
部
や
裏

ω
は
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

叫明
と
な
　
　
　
は
比
較
的

］端
を
欠
′ 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
裏
言
　
　
　
Ｈｖ鮮
明
に
残

そ
の
所
力
　
　
　

く
。
表
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
上
部
に

にヽ
墨
が
い
　
　
　
は
文
字
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

は
刃
物
で

部
で
は
際
　
　
　
頻
る
。
裏
　
　
　
〉部
分
が
」

」起
も
曖
＝
　
　
　
面
も
同
繕
　
　
　
比
較
的
し

エハ
　
同
　
　
　
味
で
あ
る

　
　
　
ぃ
で
ぁ
る
卜　
　
　
　
っ
か
り
＞

］分
寺

一
け
　
　
　

。

が
墨
は
ま
　
　
　
」隆
起
し
、

匹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

っ
た
く
確

９
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蒸ら
ず
、
下

住

「大
□
□
同
日
日
国
」

０９

「
石
□
［□
□

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

□
□
　
□
…
‥
□
□
不

　

　

〔一　
　
　
Ｎ∞授
∞叉
底

〔如
件
労
　

　

　

□
日
日
　
苅
所
岡
ヵ
〕
　
　
　
　
　
ｏＦ

Ｔ
３５

凸

。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
＜

２
　
　
　
　
　
　
　
　

〔分
力
〕

．

（⇔］＋
　　　　　」

「
＜
咄
咲
足

（行
　
　
　
　
　
　

中§

巡
▼

「
＜
西

　

　

　

篠
）

　

　

　

　

　

　

　

（伽
愚

．ヽ
一
Ｏ
　
Ｔ
３７

⑩
は
旧
‐Ｈ河
道
で
ユ

の
上
位
ｒ
　
　
　
め
る
Ｓ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　

（伽∞Ｉ
Ｎ▼

卜あ
る
Ｓ
（　

　
　
。
二
の
下

　
　
　
　
　
　

（∞
儲
Φ

．

に
属
す
ス
　
　
　
υ
。

一
と
　
　
　

‐層
で
出
， 　

　
　
　
　
　
．３
一
②

Ｔ
３８

。ｏ　
　
　
　
　
　
　
の
間
の
称
　
　
　
上
し
、
動

⑩
は
碧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ワ層
で
出
・

　

　

．の
は
Ｓ
ｈ

昼存
状
態
（ 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
し
た
。　
　
　
　
ν
。
二
と
そ

の
良
い
完

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぃ
ず
れ
よ

一形
晶
で
去

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〕奈
良
時
代

ゆ
る
が
、
】基
は
薄
く
不
鮮
明
奉ヽ
あ
る
。
表



面
の
一
部
が
削
ら
れ
て
い
る
。

い
は
二
片
あ
り
、
接
合
し
な
い
が
同

一
個
体
と
考
え
ら
れ
る
。
下
端
の
両
側

に
切
り
込
み
を
施
す
。
墨
は
鮮
明
に
残
る
。

働
は
上
端
の
両
側
に
切
り
込
み
を
施
す
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
墨
は
濃
く
鮮
明

で
あ
る
。

七
　
大
坪

一
区

〔本
力
〕

②

　

「
＜
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐド受
卜粟
ω
墓

Ｔ
３４

④

　

下
田
二
段

戸
　
　
　
他
人
作
乱
□含

式
）
×
置
×
⇔　
寓
Ｐ　
ｌ４
三
ω
　
Ｔ
４０

側
　
．
納
米
四

【
斗
瓶
脚

・　
　
人
口
」

。
　

十
□
□

［堅
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
含
『じ
×
沸
×
⇔
寓
ｏ　
堅
一ω
　
Ｔ
４

の
は
第
二
水
田
面
土
壊
層
、
い
⑭
は
第
二
水
田
面
を
覆
う
決
水
性
堆
積
物
で

あ
る
第
二
包
含
層
か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
第
二
水
田
面
上
壌
層
と
第
二
包
含
層

は
平
安
時
代
前
半
の
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。

②
は
小
型
の
人
形
Ｅ
類
で
、
小
径
木
か
ら
作
り
、
顔
を
墨
で
簡
略
に
表
現
す

る
。
大
型
の
Ｅ
類
と
は
違
っ
て
足
先
は
左
右
に
開
か
ず
、
股
も
小
さ
く
割
り
入

れ
た
だ
け
で
あ
る
。
左
胸
に
一
文
字
を
記
す
。

④
も
禁
制
木
簡
の
断
片
と
考
え
ら
れ
る
。
本
来
の
形
態
の
左
辺
の
一
部
が
残

る
の
み
で
あ
る
。
「下
田
二
段
　
戸
」
の
文
字
は
肉
眼
で
も
墨
が
確
認
で
き
る

が
、
「他
人
作
乱
□
」
は
肉
眼
で
は
ま
っ
た
く
見
え
な
い
。

働
は
、
上
部
を
欠
損
す
る
が
、
下
端
も
欠
損
の
可
能
性
が
あ
る
。
表
裏
側
面

す
べ
て
に
粗
い
削
り
が
あ
り
、
墨
は
部
分
的
に
の
み
残
る
。

人
　
深
田

一
区

い

　

「
　
　
　
　
　
　
　
日
川
Ｈ
］

＜

咄
天
道
皇

（符
篠
）
鯉
足
緬
組

□
□
□
□
　
」

卜
鵠

×
誤

×
蔦
　

寓

解
　

２０
深

田
地

区

ω

　

Ｔ

４３

い
は
、
羽
子
板
状
の
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
側
溝
か
ら
出
土
し
た
た
め
、
正
確

な
層
位
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
お
よ
そ
第

一
遺
構
面
上
層
シ
ル
ト
層
あ
る
い
は

第

一
遺
構
面
ベ
ー
ス
層
と
考
え
ら
れ
る
。
墨
は
ま
っ
た
く
残

っ
て
い
な
い
が
、

墨
の
跡
が
比
較
的
し
っ
か
り
と
隆
起
し
て
い
る
。
中
央
に
大
き
く
目
を
見
開
い

た
顔
を
描
き
、
額
に
は
三
つ
星
、
そ
の
上
に

「咄
天
道
皇
」
と
記
す
。
目
を
大

き
く
開
い
た
顔
の
表
現
は
袴
狭
遺
跡
群
出
土
の
人
形
に
は
例
が
無
い
。
顎
紐
状

の
文
様
の
下
に
は
四
行
の
文
字
が
あ
り
、
中
二
行
は
な
ん
と
か
文
字
と
し
て
認

識
で
き
る
が
、
両
側
は
痕
跡
し
か
留
め
な
い
。

８
　
関
係
文
献

兵
庫
県
教
育
委
員
会

『袴
狭
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇
〇
年
）

（鈴
木
敬
二
）



釈文の訂正と追加

木
簡
香
号
対
照
表

（報
告
書
※
と

『木
簡
研
究
』
の
木
簡
番
号
の
対
照
表
）

Ｔ

２３

Ｔ

２２

Ｔ

２‐

Ｔ

２０

Ｔ

‐９

Ｔ

‐８

Ｔ

‐７

Ｔ

‐６

Ｔ

‐５

Ｔ

‐３

Ｔ

・２

Ｔ

ｌｌ

Ｔ

ｌ０

Ｔ

９

Ｔ

８

Ｔ

７

Ｔ

６

Ｔ

５

Ｔ

４

Ｔ

３

Ｔ

２

Ｔ

ｌ

の報
香告
号書

⑩ (1)

本
稿
の

番
号

内
田

一
区

内
田

一
区

内
田

一
区

内

田

一
区

内

田

一
区

内

田

一
区

内

田

内

田

一
区

内

田

内

田

一
区

内
田

一
区

内
田

一
区

内
田

一
区

嶋
遺
跡

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

第
二
次
確
認
調
査

出
土
地
区
等

区 区

一
七
号
―
第
人
次
調
査
ω

二
〇
号
訂
正
と
追
加

（
一
七
号
）
ｌ
②

一
七
号
―
第
八
次
調
査
②

二
〇
号
訂
正
と
追
加

（
一
七
号
）
１
０

二
〇
号
訂
正
と
追
加

（
一
七
号
）
１
０

二
〇
号
訂
正
と
追
加

（
一
七
号
）
ｌ
ω

一
七
号
―
第
人
次
調
査
０

一
七
号
―
第
入
次
調
査
０

一
二
号
―
嶋
遺
跡
ω

一
四
号
―
旧
坪
井
遺
跡
ω
※

過
去
に
掲
載
な
し

一
三
号
―
内
田
地
区
②

一
三
号
―
内
田
地
区
ω

過
去
に
掲
載
さ
れ
た

『木
簡
研
究
』

と
当
時
の
番
号

七
号
―
第
八
次
調
査
０

七
号
―
第
人
次
調
査
０

七
号
―
第
人
次
調
査
い

七
号
―
第
八
次
調
査
０

七
号
―
第
人
次
調
査
①

四
号
―
旧
坪
井
遺
跡
②
※

四
号
―
旧
坪
井
遺
跡
０
※

四
号
―
旧
坪
井
遺
跡
ω
※

四
号
―
旧
坪
井
遺
跡
⑥
※

Ｔ

４５

Ｔ

４４

Ｔ

４３

Ｔ

４２

Ｔ
４

Ｔ

４０

Ｔ

３９

Ｔ

３８

Ｔ

３７

Ｔ

３６

Ｔ

３５

Ｔ

３４

Ｔ

３３

Ｔ

３２

Ｔ

割

Ｔ

３０

Ｔ

２９

Ｔ

２８

Ｔ

２７

Ｔ

２６

Ｔ

２５

Ｔ

２４

⑭ 囲

大
坪

大
坪

区

深
田

深

田
大
坪

一
区

大
坪

一
区

大
坪

一
区

国
分
寺

一
区

国
分
寺

一
区

国
分
寺

一
区

国
分
寺

一
区

大
坪

一
区

国
分
寺
二
区

国
分
寺
二
区

国
分
寺
二
区

国
分
寺
二
区

下
坂
地
区

下
坂
地
区

谷
外
地
区

谷
外
地
区

谷
外
地
区

谷
外
地
区区 区 区

過
去
に
掲
載
な
し

一
四
号
―
第
三
次
調
査
④

二
〇
号
訂
正
と
追
加

（
一
六
号
）
ｌ
ω

一
六
号
―
第
七
次
調
査
ω

一
四
号
―
第
三
次
調
査
ω

一
四
号
―
確
認
調
査
０

一
四
号
―
第
二
次
調
査
②

一
三
号
―
国
分
寺
地
区
②

一
三
号
―
国
分
寺
地
区
０

一
三
号
―
国
分
寺
地
区
ω

過
去
に
掲
載
な
し

過
去
に
掲
載
な
し

一
四
号
―
第
二
次
調
査
②

過
去
に
掲
載
な
し

一
四
号
―
第
二
次
調
査
ω

一
四
号
―
第
二
次
調
査
０

一
六
号
―
第
六
次
調
査
０

一
六
号
―
第
六
次
調
査
ω

二∝器訥聯
助激
爛
（査刊七号
）

|

(1)

一
七
号
―
第
九
次
調
査
②

十
七
号
―
第
九
次
調
査
ω

一
七
号
―
第
九
次
調
査
０

※
報
告
書
…
兵
庫
県
教
育
委
員
会

「袴
狭
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
全
一〇
〇
〇
年
）

※
旧
坪
井
遺
跡
…
確
認
調
査
時
に
用
い
ら
れ
た
袴
狭
遺
跡
の
旧
称
。

全
面
調
査
の

「深
田

一
区
」
と
ほ
ぼ
重
複
す
る
。




